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　カトリック東室蘭教会広報誌　毎月第2日曜発行

＜直近の日本カトリック司教協議会シノドス事務局と札幌

教区の動き＞ 

　昨年１０月に日本カトリック司教協議会から「大陸別シ

ノドスの作業文書」が届きました（渡り廊下に置いてあり

ます）。この文書では、“あなたの天幕に場所を広くとり

なさい”という文書を読み、大陸ステージの方法論として

設けられた３つの課題に対する回答を、１月１５日まで

に提出せよというものでした。 

　これを受け、札幌教区シノドスチームでは提出期限ま

での期間が短いことと、札幌教区として既に教区独自の

歩みを進めていることから、これに関しては特に各小教

区に作業指示を出さず、有志によるオンライン会議を開

いて意見をまとめ、司教協議会に送ることとしました。 

＜札幌教区独自の歩み＞ 

　教皇からの質問票に対する回答を各小教区から受

け、取りまとめを行い、昨年６月に報告書の作成、事務

局への提出を行いましたが、「シノドスの歩みはこれで

終わりではなく、むしろ『ここから始まる』という新たな気

持ちでこれからも共に歩んで行こうというビジョンのもと、

下記の提案がありました。 

①自分たちの教会が歩み続けていくために必要な『大

切なもの』を３つ見つけ出す。 

（必ずしも３つにこだわる必要は無いが、多くても３つ

に絞る。新しいことでなくても良い。） 

②各々の『大切なもの』を実現するための具体的な方法

を考える。 

③5月に①と②を教区シノドスチームに報告。 

④６～１０月にかけて、①と②をブロック会議や地区連

絡会議などを通して共有する。 

⑤１１月に教区宣教司牧評議会で④を共有する。 

＜東室蘭教会の『大切なもの』とは＞ 

　当教会では、教皇からの質問票に対する回答を集計す

る方法として自由記述型のアンケートを実施しました。ま

た、このアンケートの内容に基づく分かち合いを二度行

い、その結果もアンケートの集計結果に含めて取りまとめ

ました。 

　今回『大切なもの』を考えるにあたり、この取りまとめ結果

を見直したところ、（回答総数が少ない中でも）比較的活発

に意見が書かれた項目が、「典礼について」と「教会と社会

との関わり（福音宣教を含む）」でした。 

　この２つの項目を『東室蘭教会が歩み続けて行くために

大切なもの』として、次のようにまとめてみました。 

大切なもの①　：ミサや典礼を自分や共同体の日々の
暮らしに生かす 
具体的な方法 

・仕事などで遅れて来ざるを得ない人や、病気などにより

頻繁に途中退席せざるを得ない人、初めて教会を訪れ

る人などが気兼ねなく聖堂を出入りできるよう入口近くの

席を空けておき、誰もが落ち着いてミサに与り、祈ること

ができるような環境を整える。 

・典礼奉仕について、新しい奉仕者の養成を行ったり、で

きるだけ多くの人が分担して行うような仕組みを作るなど

して、奉仕者が偏ったり奉仕作業だけに追われることの

無いよう配慮する。 

・ミサや典礼奉仕を通して感じたこと、考えたことを、いつ

でも誰とでも分かち合える雰囲気や場を作るよう心がけ

る。 

大切なもの②　：地域社会との繋がりを強める 

具体的な方法 

・掲示板やホームページを活用し、教会活動を教会の外

へ向けて発信する。 

2023典礼当番の地区表

2月 3月 4月 5月

１週 ミサ 楽山 白鳥 楽山 蘭岳

2週 集会 白鳥 太平洋 蘭岳 太平洋

3週 ミサ 太平洋 蘭岳 太平洋 白鳥

4週 集会 蘭岳 楽山 白鳥 楽山

5週 ミサ 白鳥

掃除 楽山 太平洋 白鳥 蘭岳

2.3.4月の


主な予定

2月22日㈬ 

灰の水曜日 
ミサ　18:00 
3月5日㈰ 
役員選挙公示 
3月12日㈰ 

役員選挙投票開始 
3月19日 
四旬節黙想会 

指導司祭：ライヤ師 
9:30 

3月26日㈰ 
役員選挙開票 
4月2日㈰ 
受難の主日 
共同回心式 
9:30 

4月6日㈭ 
聖木曜日 
ミサ　19:00 
4月7日㈮ 
聖金曜日 
19:00 
4月8日㈯ 
聖土曜日 

復活徹夜歳　19:00 
4月9日㈰ 

ご復活祭　9:30 
4月30日㈰ 

2023年度教会総会 
ミサ後

シノドスの最新の動きと


札幌教区シノドスチームからの課題


（提案）について

曜 午　　　前 午　　　後
1 水 こっとん倶楽部　10:00
2 木 キリスト教講座① 18:00
3 金 キリスト教講座（登別教会）10:00
4 土 ミサ 10:00  掃除（太平洋）
5 日 ミサ　9:30　典礼( 白鳥)　役員選挙公示　
6 月
7 火 OPC 10:00
8 水 こっとん倶楽部　10:00
9 木 キリスト教講座① 18:00
10 金 キリスト教講座（登別教会）10:00
11 土 ミサ 10:00  掃除（太平洋）キリスト教講座②11:00 　
12 日 集会祭儀　9:30　典礼（太平洋）役員選挙投票開始
13 月
14 火 OPC 10:00
15 水 こっとん倶楽部　10:00
16 木 キリスト教講座① 18:00
17 金 キリスト教講座（登別教会）10:00
18 土 ミサ 10:00  掃除（太平洋）
19 日 ミサ 9:30　典礼(蘭岳)  四旬節黙想会　指導司祭：ライヤ師
20 月
21 火 千葉神学生助祭叙階式（札幌北1条教会）
22 水 こっとん倶楽部　10:00
23 木 キリスト教講座① 18:00
24 金 キリスト教講座（登別教会）10:00
25 土 ミサ 10:00  掃除（太平洋）キリスト教講座②11:00
26 日 集会祭儀 10:00　典礼（楽山）　役員選挙開票
27 月 司祭月例会　司祭評議委員会
28 火 顧問会議　　OPC 10:00 
29 水 こっとん倶楽部　10:00
30 木 キリスト教講座① 18:00
31 金 キリスト教講座（登別教会）10:00

2023年3月　教会行事予定表

２月、知利別川のカモ



2022年度第10回運営委員会 議事録　　2023年2月5日㈰10:45～12:15 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告：	
3.1，2.3.4月の予定	
２月　５日（日）　年間第五主日、ミサ（楽山地区典礼当番）、ミサ後２月の運営委員会	
２月１２日（日）　年間第六主日、集会祭儀（白鳥地区典礼当番）、例会日、第１回選挙管理委員会	
２月１９日（日）　年間第七主日、ミサ（太平洋地区典礼当番）、ミサ後“ざっくばらんの会”	
２月２２日（水）　灰の水曜日、ミサ（午後６時～）	
２月２６日（日）　四旬節第一主日、集会祭儀（蘭岳地区典礼当番）	

３月　５日（日）　四旬節第二主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）、ミサ後３月の運営委員会	
３月１２日（日）　四旬節第三主日、集会祭儀（太平洋地区典礼当番）、例会日、役員選挙投票	
３月１９日（日）　四旬節第四主日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）、四旬節の黙想会（指導：ライヤ神父）	
３月２１日（火）　千葉神学生助祭叙階式（札幌北１条教会）	
３月２６日（日）　四旬節第五主日、集会祭儀（楽山地区典礼当番）、役員選挙開票	

４月　２日（日）　受難の主日（枝の主日）、ミサ（楽山地区典礼当番）、共同回心式	
　　　　　　　　　ミサ後４月の運営委員会	
４月　６日（木）　聖木曜日（主の晩餐）ミサ	
４月　７日（金）　聖金曜日（主の受難）、聖地のための献金	
４月　８日（土）　聖土曜日、復活徹夜祭　ミサ	
４月　９日（日）　復活の主日、ミサ（蘭岳地区典礼当番）、	
４月１６日（日）　復活節第二主日（神のいつくしみの主日）ミサ（太平洋地区典礼当番）	
４月２３日（日）　復活節第三主日、集会祭儀（白鳥地区典礼当番）、ミニ大掃除	
４月３０日（日）　復活節第四主日、ミサ（白鳥地区典礼当番）、教会総会	

毎週の行事（変更の場合あり）	
・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン教室）	
・水曜日午前１０時～　こっとん倶楽部	
・木曜日午後６時～　　キリスト教講座	
・土曜日午前１０時～　ミサ、　その後第二及び第四土曜日はキリスト教講座	

　3.2　財務報告	
　　　	月定献金の目標達成は少し厳しい状況だが収入全体としては目標達成が目前であり、支出もほぼ予算通
りに推移しているので、今のところ不安はない。	

４．議　事：	
4.1　役員選挙管理委員会の設置について	
　　各地区からの報告により選挙管理委員会は次のようになりました。	
蘭　岳地区：　岩泉盛典氏　　　Sr.上田若子氏	
太平洋地区：　松阪谷弘子氏　　木山貞子	
楽　山地区：　杉岡亜美氏　　　香島のり子氏	
白　鳥地区：　松岡健一氏　　　横田久美子氏	
注：　岩泉盛典氏は、現住居とは異なるが特例として以前の地区としたい	

第一回選挙管理委員会を２月１２日集会祭儀後とした。	
　その後の日程案は　２月末選挙人（成人信徒）確定	
　３月５日　公示,　３月１２日　投票開始,　３月２６日　開票,　４月３０日　教会総会	

4.2　四旬節の黙想会・共同回心式について（確認）	
　　　　黙想会は３月１９日（日）ミサに続いて	
　　　　共同回心式は４月２日（日）ミサ中	

4.3　2023年度教会総会について	
　　　　４月３０日（日）　ミサ後としたい	
　　　　４月１６日（日）　総会資料最終確認	

4.4　シノドスへの対応について	
　　　　シノドス責任者山田淳氏から資料（２種）にもとづき説明があり、今後、私たちの共同体の取り組

むべき方向をまとめた案が提案された。種々議論の結果、この案をもとに、共同体全体でシノドス
の意義や取り組むべき方向を共有できるよう、「ひとつになろう」に掲載する。また、２月１９日
ミサ後“ざっくばらんの会“を開催してシノドスへの理解を深めることとした。	

4.5　２月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について（確認）※４Pの表をご覧ください。	
　　　注：４月からミサ、集会祭儀の地区の順番を変えてみました。地区の進む順番を逆にしてみました。	

4.6　その他	
　　　・ホールの照明の故障を修理するが、LEDに変更した割には早期の故障なので原因を確認する。	
　　　・神父様から、現在、侍者は主として櫻庭さんだけにお願いしているが、主日のミサや大祝日のミサ

では複数の侍者が欲しいので、奉仕できる侍者の申し出を歓迎するとの希望があった。	
　　　・先に、ルンバの特典利用で付属品等の購入を決めたが、品物が品切れで購入の見込みがないので、

利用を断念することとした。	

５.ライヤ神父の予定	

２/27　司祭月例会、司祭評議員会、　　２/28　顧問会議	

６．ミサ・集会祭儀の予定	

2/5		ライヤ師　　2/12	集会　　2/19	ライヤ師　　2/26	集会	

3/5	ライヤ師　　	3/12	集会　　3/19	ライヤ師　　3/26	集会	　	

・サークルや勉強会、カフェ、コンサート、バザーなど、信

者以外の方が参加しやすい場を作る。 

・結婚式や葬儀の典礼を、信者以外の方にわかりやすく

伝える工夫をする。 

・病者訪問、チャリティーイベントなどを通して社会的弱者

と関わり、有形無形の支援を行う。  

以上、ほとんどが今まで継続的に行ってきたことで目新し

い試みは無いのですが、少子高齢化の現状では、今まで

の活動を継続するだけでも相当厳しいと思われ、このよう

な形にまとめてみました。 

なお、札幌教区への報告に先立ち、２月１９日（日）のミサ

後に、このことをテーマにした「ざっくばらんの会」を行いま

す。ご質問、ご意見があれば、ぜひご参会下さい。 

東室蘭教会シノドス担当　山田　淳 
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　「シノドス」とは、「ともに歩む」という意味のギリシア語で、一定時に会合する司教たちの集会のこと
です。教皇と司教たちとの関係を深め、信仰および倫理の擁護と向上、規律の遵守と強化のための助言を
もって教皇を補佐するために開かれます。またそこでは、世界における教会の活動に関する諸問題を研究し
ます。


　シノドスは、第二バチカン公会議教父たちの要望にこたえて、公会議の体験によって生まれた積極的な精
神を生き生きと保つために、1965年、教皇パウロ六世が自発教令『アポストリカ・ソリチトゥード』（1965

年9月15日）によって設置したものです。『カトリック新教会法典』では、342条～348条に、世界代表司教

会議に関する規定が述べられています。なお、第12回通常シノドス（2008年）から、2006年に改訂された
『シノドス規則』が実施されています。


　シノドスは、提起された問題を討議し、教皇に意見を具申しますが、決定機関ではありません。会議に関
する権限は、すべて教皇にあります。会議の招集、代議員の指名•任命、会議要綱の決定、会議の主宰、閉
会、延期、解散などは教皇の権限によって行われます。


　シノドスには、通常総会と臨時総会があります。特定地域または複数 の地域に直接に関連する問題を取
り扱う特別会議が開催されることもあります。


　通常シノドスは1967年の第1回からほぼ2～4年ごとに開かれています。臨時シノドスは1969年と85年

に、地域別の特別シノドスは1980年のオランダ特別シノドス以来9回行われています。とくに大聖年の2000
年を前に集中的に開催されました。アフリカ（1994年）、レバノン（1995年）、アメリカ（1997年）、ア
ジア（1998年）、オセアニア（1998年）、（第2回）ヨーロッパ（1999年）などです。2009年に第2回ア
フリカ特別シノドス、2010年に中東のための特別シノドスが開催されました。


